
著者・編者 出版社 出版年 分類

1 黙殺される教師の「性暴力」 南　彰 朝日新聞出版 2022 I４

2 男子という闇
少年をいかに性暴力から守るか

エマ・ブラウン
山岡 希美 訳

明石書店 2021 I４

3 わたしは黙らない
～性暴力をなくす30の視点

合同出版編集部 合同出版社 2021 I４

4 親子で話そう！性教育
浅井 春夫
艮 香織

朝日新聞出版 2020 G１

5
それはデートでもトキメキでもセックスでもない
「ないこと」にされてきた「顔見知りによる強姦」の実態

ロビン・ワーショウ
山本 真麻 訳

イースト・プレス 2020 I４

6 なぜ、それが無罪なのか⁉
性被害を軽視する日本の司法

伊藤 和子
ディスカヴァー・
トゥエンティワン 2019 I４

7
映像で学ぶジェンダー入門
⑤性暴力と性の商品化

加藤　秀一　監修
サン・エディ
ケーショナル

2017
啓発
４３

8 彼女は頭が悪いから 姫野 カオルコ 文藝春秋 2018 M１

9
家族に「イヤなこと」をされているあなたに
お願い　ー今すぐこの本を持って保健室に行こう

獅城 けい 高文研 2022
N２

（きっかけ
本）

10
考えたことある？ 性的同意
知らないってダメかも

ピート・ワリス
タリア・ワリス
上田 勢子 訳

子どもの未来社 2021
N２

（きっかけ
本）

11
子どもを守る言葉『同意』って何？
ＹＥＳ、ＮＯは自分が決める！

レイチェル・ブライアン
中井 はるの 訳

集英社 2020
N２

（きっかけ
本）

12
こども哲学

暴力って、なに？
オスカー・ブルニフィエ

西宮 かおり　訳
朝日出版社 2019

N２
（きっかけ

本）

13
からだのきもち
境界・同意・尊重ってなに？

ジェイニーン・サンダース
上田 勢子 訳

子どもの未来社 2022
N1

（きっかけ
絵本）

14
はじめての「からだ」と「性」のえほん

だいじ だいじ どーこだ？ 遠見　才希子 大泉書店 2021
N1

（きっかけ
絵本）

15
おしえて！くもくん
～プライベートゾーンって なあに？～

小笠原　和美　監修 東山書房 2021
N1

（きっかけ
絵本）
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ネットワークギャラリーでは、図書の閲覧・貸出ができます。

貸出には「図書利用カード」が必要です。
（市内在住、在勤、在学者のみ発行。身分証明書の提示をお願いします。）

詳細は1階受付でお尋ね下さい。

本棚にない場合は貸出中です。ご予約をお願いします！ ↑貸出予約はこちらから


